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＊１ P.6【図表２】参照 
＊２ 人々のつながり（社会的ネットワーク）と、そこに生まれる信頼、規範などを資本と考える概念。
ソーシャルキャピタルが蓄積された社会や集団（国、街、企業など）では協調行動が活発化し、生活の質や活動の効率性が高まると言われる

　
２
０
３
０
年
に
６
０
０
万
人
以
上
に

上
る
と
目
さ
れ
て
い
た
国
内
の
労
働
力

不
足
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
深
刻
化

に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
る
も
の
の
、

い
ず
れ
再
燃
す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
経
済
学
で
は
、
安
い
労
働
力

が
高
付
加
価
値
の
産
業
に
移
転
す
る
こ

と
が
経
済
成
長
の
ベ
ー
ス
と
さ
れ
て
お

り
、日
本
で
は
当
初
は
地
方
出
身
者
が
、

次
い
で
パ
ー
ト
主
婦
、
シ
ニ
ア
層
が
そ

の
役
割
を
請
け
負
っ
て
き
ま
し
た
。
主

婦
も
シ
ニ
ア
も
い
よ
い
よ
不
足
し
、
外

国
人
材
に
頼
り
始
め
た
の
が
コ
ロ
ナ
禍

前
の 
   ＊1
　状
況
で
す
。

　
し
か
し
、
せ
っ
か
く
雇
用
し
た
外
国

人
材
は
【
図
表
１
】
の
よ
う
な
不
満
を

抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
が
「
校
内

マ
ラ
ソ
ン
型
キ
ャ
リ
ア
」
と
呼
ぶ
、
日

本
の
企
業
に
独
特
な
キ
ャ
リ
ア
構
造
に

一
因
が
あ
り
ま
す
。
学
年
ご
と
に
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
し
、同
じ
コ
ー
ス
を
走
り
、

同
じ
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
す
。
全
員
に
１
位

の
可
能
性
が
あ
る
。
日
本
の
企
業
は
い

わ
ば
、「
平
等
主
義
的
競
争
主
義
」で
す
。

未
経
験
で
も
参
加
で
き
る
反
面
、
自
身

の
ど
ん
な
能
力
が
評
価
さ
れ
て
雇
わ
れ

て
い
る
の
か
は
不
明
で
、
社
員
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
自
身
の
職
能
よ
り

も
、
所
属
企
業
に
置
か
れ
ま
す
。
転
職

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
阻
む

校
内
マ
ラ
ソ
ン
型
キ
ャ
リ
ア

は
い
ま
だ
一
般
的
で
は
な
く
、
キ
ャ
リ

ア
形
成
の
最
善
の
手
段
は
内
輪
の
競
争

に
勝
つ
こ
と
。
能
力
評
価
が
あ
い
ま
い

な
分
、
意
欲
が
重
視
さ
れ
、
意
欲
の
高

さ
は
労
働
時
間
で
測
ら
れ
が
ち
で
す
。

　
外
国
人
材
を
雇
う
管
理
職
は
こ
の
マ

ラ
ソ
ン
の
勝
者
で
、
こ
れ
以
外
の
キ
ャ

リ
ア
構
造
を
知
り
ま
せ
ん
。
海
外
で
一

般
的
な
キ
ャ
リ
ア
構
造
と
言
え
ば
、
職

能
主
義
で
一
般
従
業
員
は
職
務
の
横
断

が
少
な
く
、
性
別
や
人
種
、М
Ｂ
Ａ
の

有
無
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
ス
タ
ー

ト
位
置
が
異
な
り
、
転
職
が
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
の
有
効
な
手
段
、
と
い
っ
た
も

の
で
す
。こ
の
違
い
に
外
国
人
材
は〝
永

遠
の
転
校
生
〞の
よ
う
に
戸
惑
い
続
け
、

や
が
て
退
社
し
て
い
き
ま
す
。「
外
国

人
材
を
う
ま
く
扱
え
な
い
」
と
い
う
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
問
題
【
図
表
２
】
に
早

急
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
労
働
力
不
足
、
競
争
力
の
低
下
な
ど

多
々
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
日
本
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
依
然
世
界
上
位
で
あ
り
、
そ

の
大
部
分
を
内
需
が
占
め
て
い
ま
す
。

内
需
で
〝
何
と
か
な
っ
て
〞
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
潮

流
に
気
づ
い
て
は
い
て
も
本
気
で
取
り

組
ま
な
い
企
業
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
は
育
ち
に
く
い

環
境
で
す
。「
自
国
の
み
で
働
き
た
い
」

人
の
割
合
が
日
本
人
は
57
％
と
、
諸
外

国
と
比
べ
圧
倒
的
に
高
い
の
も
、
そ
の

表
れ
で
し
ょ
う
【
図
表
３
】。
し
か
し
内

需
が
縮
小
し
国
内
人
材
が
枯
渇
す
る
中

で
、
経
済
的
豊
か
さ
を
あ
る
程
度
で
も

保
と
う
と
す
る
な
ら
、
外
国
人
材
や
外

国
企
業
と
う
ま
く
付
き
合
う
術
を
知
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
日
本
で
働

い
て
み
た
い
」
と
考
え
て
く
れ
る
人
々

が
他
国
に
い
る
う
ち
が
勝
負
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
大
学
を
は
じ
め
教

育
界
全
体
が
、内
向
き
か
ら
外
向
き
へ
、

「
内
輪
」
で
生
き
て
い
く
た
め
の
教
育

か
ら
、「
社
会
」
の
一
員
と
し
て
生
き

て
い
く
た
め
の
教
育
へ
と
変
わ
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。ポ
イ
ン
ト
は
、 

   ＊2
　ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
着
目
し

た
人
材
育
成
で
す
。

　
日
本
人
は
ネ
ッ
ト
上
で
も
リ
ア
ル
な

場
で
も
、
他
国
に
比
べ
て
「
人
を
信
用

し
な
い
」
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
調

査
結
果
が
あ
り
ま
す【
図
表
４
】。学
内
、

ク
ラ
ス
内
、
グ
ル
ー
プ
内
の
内
輪
の
付

き
合
い
に
終
始
し
、
他
者
を
警
戒
し
て

遠
ざ
け
て
し
ま
う
人
間
関
係
で
は
な

く
、
知
ら
な
い
人
と
も
気
軽
に
一
定
の

関
係
を
築
け
る
よ
う
に
、
教
育
の
場
で

慣
れ
さ
せ
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
多

様
な
人
間
関
係
が
生
む
メ
リ
ッ
ト
や
、

そ
こ
に
生
じ
る
課
題
へ
の
対
処
法
を
学

ん
で
お
け
ば
、
外
国
人
材
や
外
国
企
業

と
の
距
離
も
縮
ま
る
は
ず
で
す
。

　
特
に
大
学
で
は
、
内
輪
の
外
に
出
て

い
く
体
験
を
積
ま
せ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
留
学
は
そ
の
筆
頭
で
す
が
、
留

学
だ
け
が
外
に
出
る
体
験
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
国
内
に
お
い
て
も
他
学
部
、
他

大
学
の
学
生
や
外
国
人
留
学
生
、
社
会

人
な
ど
「
内
輪
」
以
外
の
人
と
の
協
働

は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
醸
成

に
つ
な
が
り
ま
す
。
会
話
を
交
わ
す
程

度
で
は
体
験
と
し
て
弱
く
、
一
緒
に
何

か
を
つ
く
り
上
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形

式
の
体
験
が
理
想
で
す
。
工
夫
は
必
要

で
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
実
現
は
可

能
で
し
ょ
う
。

　
日
本
人
は
ど
こ
か
、「
社
会
」
を
自

分
の
外
に
あ
る
世
界
と
捉
え
、
他
人
ご

と
に
し
が
ち
な
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
学
生
や
教
職
員
も
社
会
の
一

員
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、「
社
会
人
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
の
も
お
か
し
な
話

で
す
し
、
大
学
も
社
会
の
一
部
で
あ
る

は
ず
な
の
に
「
社
会
連
携
」
と
、
ま
る

で
外
部
の
世
界
と
接
続
す
る
か
の
よ
う

な
言
い
回
し
を
す
る
の
も
不
自
然
で

す
。学
生
だ
け
で
な
く
教
職
員
も
含
め
、

自
身
や
自
学
は
社
会
の
一
員
で
あ
る
と

い
う
認
識
を
起
点
に
、
学
部
、
地
域
、

世
界
へ
と
関
係
性
を
広
げ
て
い
く
教
育

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。

【図表4】オフラインやオンラインで
知り合う人の信頼度（国際比較）

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そうは思わない

【図表3】各国の社会人が働いてみたい国・地域
働
き
た
い
地
域
は
な
い
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＊いずれの国もｎ＝1000。他国の回答と合わせるため、日本の回答は70代を除いている
＊総務省「ICTによるインクルージョンの実現に関する調査研究」（2018年） 

＊（株）パーソル総合研究所「APAC就業実態・成長意識調査」（2019年）
うち日本は同「働く１万人の就業・成長定点調査」（2019年）から東京、大阪、愛知の1000サンプルを抽出
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SNSで知り合う人たちのほとんどは信頼できる

SNS以外のインターネットで知り合う
人たちのほとんどは信頼できる

インターネット上で知り合う人たちについて、信頼
できる人と信頼できない人を見分ける自信がある

ほとんどの人は信頼できる

自分は信頼できる人と信頼できない人を
見分ける自信がある

（
自
国
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で

  

働
き
た
い
）

- 

20.2 

25.8 

43.6 

29.1 

58.1 

61.9 

57.8 

38.7 

20.3 

61.1 

33.0 

21.2 

15.6 

3.2 

- 

5.3 

32.6 

18.1 

8.6 

4.7 

5.9 

11.5 

12.4 

4.3 

6.9 

4.7 

4.5 

8.3 

8.4 

5.9 

- 

29.9 

8.3 

8.1 

6.5 

11.2 

16.0 

5.0 

3.4 

3.2 

1.7 

5.9 

22.0 

16.5 

19.8 

- 

12.2 

16.6 

10.0 

10.7 

12.3 

6.8 

15.8 

15.1 

11.0 

6.4 

5.1 

4.5 

5.5 

5.7 

- 

6.1 

4.5 

8.6 

8.4 

5.1 

8.5 

7.2 

5.6 

3.4

1.3 

2.7 

2.2 

1.4 

1.7 

2.3 

- 

6.9 

4.3 

1.4 

4.6 

3.4 

2.8 

5.6

4.3 

3.9 

7.3 

5.1 

5.3 

5.6 

11.5 

- 

8.8 

3.0 

12.3 

5.0 

4.3 

11.1

21.7 

24.4 

30.7 

29.2 

35.0 

44.6 

39.2 

41.9 

- 

32.1 

38.0 

22.1 

18.9 

4.8 

2.2 

10.7 

5.9 

2.8 

3.9 

2.8 

3.5 

3.9 

4.5 

- 

3.1 

4.1 

3.6 

3.0 

1.4 

1.3 

1.4 

0.9 

1.5 

1.3 

1.4 

1.9 

2.1 

1.2 

- 

3.7 

2.5 

16.3 

15.0 

31.0 

19.6 

24.4 

25.3 

49.5 

30.0 

47.9 

38.1 

17.3 

39.2 

- 

42.0 

9.0 

12.4 

22.3 

15.8 

13.5 

22.0 

45.3 

16.0 

33.5 

27.6 

10.2 

24.1 

28.3 

- 

1.6 

0.1 

0.9 

2.1 

0.7 

2.6 

2.3 

2.1 

3.3 

2.7 

2.0 

2.3 

1.9 

3.0 

24.2 

27.0 

52.4 

44.5 

28.1 

49.4 

67.4 

43.9 

38.3 

38.3 

44.5 

53.1 

34.5 

32.7 

15.3 

17.5 

29.0 

24.6 

31.1 

42.1 

48.0 

39.7 

45.9 

32.0 

23.2 

35.3 

37.5 

39.7 

12.7 

18.8 

23.5 

16.6 

12.6 

19.3 

31.0 

18.6 

17.7 

12.1 

18.2 

21.3 

15.6 

16.3 

14.2 

20.5 

33.1 

21.4 

16.1 

23.3 

28.4 

32.3 

26.6 

23.0 

18.8 

29.3 

21.8 

17.7 

9.6 

7.9 

15.9 

16.9 

9.4 

9.8 

21.8 

13.8 

15.3 

11.2 

7.8 

8.3 

16.6 

17.2 

2.1 

1.1 

1.8 

2.2 

1.5 

1.7 

5.6 

7.9 

9.0 

3.3 

0.6 

7.5 

2.8 

5.3 

3.6 

0.3 

1.0 

0.6 

1.0 

0.8 

1.7 

1.3 

0.9 

1.6 

0.6 

1.5 

1.9 

3.9 

3.3 

1.8 

2.3 

2.3 

0.8 

3.0 

- 

2.2 

3.0 

3.0 

1.0 

6.3 

4.5 

4.0 

3.5 

8.4 

- 

9.9 

8.8 

15.1 

30.4 

21.9 

22.0 

10.9 

21.3 

5.8 

5.1 

4.7 

57.0 

24.2 

9.3 

14.5 

19.6 

4.2 

4.1 

4.0 

6.3 

14.3 

3.0 

8.1 

24.9 

25.7 

【図表1】日本で働く外国人材（正社員）が抱える職場への不満【図表2】外国人材のマネジメントに
対する日本人上司の課題意識

正社員（ｎ＝530）
パート・アルバイト（ｎ＝173）
技能実習生（ｎ＝169）

＊（株）パーソル総合研究所「日本で働く外国人材の就業実態・意識調査」（2019年）　ｎ＝500 ＊（株）パーソル総合研究所「外国人部下を持つ日本人上司の意識・実態調査」（2019年）

ノウハウがなく手探り状態である

通常業務が忙しく外国人材の
マネジメントに手が回らない

外国人材をうまくマネジメント
できていないと思う

外国人材のマネジメントは
自分には荷が重いと思う

これからうまくマネジメントをして
いく見通しが立っていない
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